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 で ん わ

電話はだれが
はつめい

発明したの 

●１８７６
ねん

年、アメリカ
じん

人のグラハム・ベルが
はつめい

発明した 

 
で ん わ き

電話機は、１８７６
ねん

年に、アメリカ
じん

人のグラハム・ベルによって、
はつめい

発明されました。ベル

の
まえ

前にも、アメリカ、フランス・ドイツの
ひと

人たちが、
で ん わ

電話の
けんきゅう

研究をしていましたが、
ひと

人の
こえ

声

を
でんせん

電線を
つか

使って、
ちょくせつ

直接
おく

送ることを
かんが

考えたのは、ベルが
さいしょ

最初でした。 

 日本には、１８７７
ねん

年に
で ん わ

電話が
はい

入ってきましたが、
でんわこうかんき

電話交換機をすえつけた、
でんわきょく

電話局がで

きたのは、１８９０
ねん

年です。 

●
こえ

声を
でんきしんごう

電気信号に
か

変える 

 ベルは、あるときに、
でんせん

電線の
りょう

両はしにつけたばねが、
で ん き

電気を
とお

通すと、うなって
おと

音を
だ

出す

ことに
き

気づきました。そして、
でんじしゃく

電磁石を
つか

使って、
こえ

声を
おく

送る
ほうほう

方法を
はつめい

発明したのです。 

 
こえ

声を
おく

送る、
そ う わ き

送話器の
しんどうばん

振動板の
しんどう

振動を、
で ん き

電気
しんごう

信号に
か

変えて
おく

送り、
じ ゅ わ き

受話器でまた、
こえ

声にもどす
き か い

機械を
つく

作りました。 

 しかし、
こえ

声を
おく

送るほうも
こえ

声を
う

受け
と

取るほうも、
おな

同じしくみの
で ん わ き

電話機だったので、
で ん き

電気が
よわ

弱

すぎて、ビリビリという
ざつおん

雑音が
はい

入り、かなり
き

聞き
と

取りにくい、
で ん わ き

電話機だったようです。 そ

の
ご

後、１８７８
ねん

年に、アメリカの
はつめい

発明
おう

王エジソンが、この
で ん わ き

電話機を
かいりょう

改良して、
げんざい

現在
つか

使われ

ているような、
き

聞き
と

取りやすい
で ん わ き

電話機になりました。（監修・青木 国夫） 
 
 

 


